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４. 教育活動 
 
４-1. 大学院学生の状況 
 
４-１-１．大学院博士課程（後期，前期）学生の在籍状況 
	
 
	
 拠点メンバーが主指導教員として実質的に指導を行っている博士課程の大学院生は，

大学院総合人間自然科学研究科応用自然科学専攻の海洋自然科学コースに在籍してい

る。また，修士課程の大学院生は，大学院総合人間自然科学研究科理学専攻の理学コー

ス（地球科学分野），および，応用理学コース（応用化学分野，災害科学分野）に在籍

している。	
 

	
 

大学院博士課程の入学・在籍状況	
 

年度	
 平成 22 年度	
 平成 23 年度	
 平成 24 年度	
 

博士課程入学者	
 １	
 ０	
 １	
 

うち，他大学出身者	
 １	
 ０	
 ０	
 

博士課程在籍者	
 １	
 １	
 ２	
 

	
 

大学院修士課程の入学・在籍状況	
 

年度	
 平成 22 年度	
 平成 23 年度	
 平成 24 年度	
 

修士課程入学者	
 ８	
 ４	
 ７	
 

うち，他大学出身者	
 １	
 ０	
 ２	
 

修士課程在籍者	
 １２	
 １２	
 １２	
 

	
 
４-１-２．修士論文タイトル 
	
 
平成 22年度	
 修士論文 

修士論文タイトル 指導教員 
飼育実験からみる浮遊性有孔虫 Globigerinoides succulifer (Brady) の形態的
特性 

池原	
 実 

西オーストラリア・ピルバラ地域にみられる太古代中期（3.2Ga）の堆積有
機物の起源：DXCL掘削コアの炭素同位体比と顕微 FTIRスペクトル 

池原	
 実 

南海トラフ域の表層堆積物の堆積学的研究ー熊野沖，四国沖を例としてー 村山雅史 
北西太平洋「拓洋第 5海山」におけるマンガンクラストの形成環境と生成
過程 

臼井	
 朗 

 
平成 23年度	
 修士論文 

修士論文タイトル 指導教員 
土佐湾における懸濁態有機物と炭素・窒素同位体比の季節変動 池原	
 実 
東南極リュツォ・ホルム湾沖における最終氷期以降の生物生産量変動 
（平成 23 年度高知大学南溟会賞を受賞） 

池原	
 実 

天皇海山列北部から採取された海洋コアの古海洋学的研究 村山雅史 
鮮新統穴内層産 Glycymeris属 Veletuceta亜属種群の分類学的検討 近藤康生 
二枚貝殻の酸素同位体比分析による水温年較差の推定：鮮新世穴内層の例 近藤康生 
酸塩基指示薬を用いた天然水中における炭酸系成分分析法の開発 岡村	
 慶 
マンガンクラストの主要構成元素（Fe, Mn）の鉱物・化学形態と含有有用
金属元素（Co）の濃集 

臼井	
 朗 
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平成 24年度	
 修士論文 

修士論文タイトル 指導教員 
南海トラフ域における泥質堆積物の供給源に関する堆積学的研究 村山雅史 
インド洋南北縦断表層堆積物の堆積学的・地球化学的研究 村山雅史 
沈み込みプレート境界地震サイクルに伴うウェッジの状態と流体圧の変化 橋本善孝 
熊野沖南海トラフにおける堆積物の続成過程 橋本善孝 
海水・淡水中における pH計測の為の参照電極の検討 岡村	
 慶 
 
 
４-２．大学院生の研究活動支援の状況 
 
４-２-１．リサーチアシスタント 
	
 

	
 大学院総合人間自然科学研究科応用自然科学専攻（博士後期課程）の大学院生１名を

拠点プロジェクトのリサーチアシスタント（RA）と位置づけることにより，プロジェ
クト研究および大学院生の研究活動の支援を行った。	
 

	
 

氏名：佐藤久晃 
所属：高知大学総合人間自然科学研究科応用自然科学専攻・博士課程１年 
期間：平成24年度 
 
４-２-２．国際学会等参加渡航費支援 
	
 

	
 理学専攻（修士課程）の大学院生の国際学会発表２件および国内学会発表１件の旅費

支援を実施した。 
	
 

学会名	
   ：Asia Oceania Geoscience Society 2012 
開催日程	
 ：平成 24年 8月 13日～平成 24年 8月 17日 
開催場所  ：シンガポール，セントーサ島，Resorts World Convention Centre 
 

氏名：栄田美緒 
所属：高知大学総合人間自然科学研究科理学専攻・修士課程２年 
発表題目：Stress analysis on various deformation stages in on-land accretionary complexes: 

Shimanto Belt, Shikoku, Southwest Japan 
指導教員：橋本善孝 
 
氏名：山口実華 
所属：高知大学総合人間自然科学研究科理学専攻・修士課程２年 
発表題目：Relationship between compressional-wave velocity and porosity of sediments along 

subduction plate interface 
指導教員：橋本善孝 

 
学会名	
   ：2012年度日本地球化学会年会 
開催日程	
 ：平成 24年 9月 11～13日 
開催場所  ：九州大学 
 

氏名：佐藤久晃 
所属：高知大学総合人間自然科学研究科応用自然科学専攻・博士課程１年	
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発表題目：拓洋第5海山におけるマンガンクラストの主要構成元素(Fe, Mn)と含有有 
用元素(Co)の時間・空間変動	
 
指導教員：臼井	
 朗 

氏名：西	
 圭介 
所属：高知大学総合人間自然科学研究科理学専攻・修士課程１年	
 

発表題目：流星海山におけるマンガンクラストの古海洋環境記録としての可能性	
 
指導教員：臼井	
 朗 

学会名	
   ：日本古生物学会第 162回例会 
開催日程	
 ：平成 25年 1月 25～26日 
開催場所  ：横浜国立大学 
 

氏名：山岡勇太 
所属：高知大学総合人間自然科学研究科理学専攻・修士課程１年	
 

発表題目：上部鮮新統穴内層から産出した最古のチョウセンハマグリMeretrix 
lamarcki	
 化石	
 
指導教員：近藤康生	
 

国際学会参加報告	
 

 
Asia Oceania Geosciences Society 2012 参加報告 1 
 
高知大学	
 総合人間自然科学研究科	
 理学専攻	
 2回生	
 栄田美緒 
発表題目：Stress analysis on various deformation stages in on-land accretionary complexes: 

Shimanto Belt, Shikoku, Southwest Japan 
 

2012年 8月 13日から 17日にかけて、シンガポールのセントーサ島において開催された
Asia Oceania Geosciences Society 2012に参加し、これまでに私が行ってきた研究についてポ
スター発表をおこなった。 
発表内容は、陸上付加体を対象に異なる変形構造について小断層解析を用いて古応力場

を推定し、比較を行ったというものである。対象としたのは白亜系四万十帯横浪メランジ

ュ中に広く分布している小断層と横浪メランジュの北縁にある地震断層近傍に存在する小

断層であり、これらがそれぞれ異なる応力状態で形成された可能性が高いことや、地震サ

イクル中のプレート境界における摩擦強度や流体圧の変化、付加体内の状態変化について

考察した結果を報告した。 
学会では普段使い慣れない英語ですべてが進行していくため、発表はもちろん、アブス

トラクトの内容を理解することも非常に大変であった。オーラルセッションでは知らない

単語が多く出てきたため、辞書で調べつつ、使いまわせそうな表現をメモしつつと、ほと

んど英語の勉強をしているような状態になってしまっていた。英語を話すスピードや聞き

取りやすさは人によって全く異なっており、比較的理解しやすい発表がある一方、全くつ

いていけないものもあったのだが、それでもスライド中に簡単にまとめられている文章だ

けでも理解しようと努力した。内容を完全に理解することはできなかったが、全てが英語

で進行していく中に身を置いて様々な発表を聞いたことでとても良い勉強になった。 
ポスターセッションではなかなか思うように説明ができず、もどかしい思いをしてしま

った。しかしそんな私をよそに私のポスターについて議論がなされていた場面もあり、自

分の研究に対して興味を抱いてくれる人がいることを実感できて嬉しく思えた。今回は満

足に説明することができなかったが、もっと英語を勉強し、自分の研究をきちんと人に伝

えられるようになりたいと強く感じた。また、他の全く異なる分野を研究している方のポ

スター発表も聞くことができた。話を聞く前は、面と向かって説明をしてもらって理解で

きるのかどうか非常に不安であった。しかし簡単に説明してほしいと頼んだところとても
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丁寧に説明してくれたため、基礎知識は全くなかったもののある程度理解することができ

た。ポスターセッションではコミュニケーションをとることに大変な労力を要したが、海

外の方と話ができてとても楽しかった。 
今回の学会参加によって自分自身の研究に対する意欲が増し、また英語もさらに勉強し

ていく必要があることを身に染みて感じることができた。拠点プロジェクトの援助により

今回の渡航が可能となり、このように貴重な体験ができましたことに大変感謝しておりま

す。 
 
Asia Oceania Geosciences Society 2012 参加報告 2 
高知大学	
 総合人間自然科学研究科	
 理学専攻	
 2回生	
 山口実華 
発表題目：Relationship between compressional-wave velocity and porosity of sediments along 

subduction plate interface 
発表内容 

本発表では、国際統合掘削計画 IODP Expedition 333で得られた、熊野沖南海トラ
フ reference site の堆積物の、弾性波速度測定の結果をポスター発表で報告した。沈
み込み帯における堆積物の物性変化は付加体の形状・強度、脱水過程、断層強度、

地震挙動などに大きな影響を与える。はじめ未固結な堆積物は続成過程によって、

次第に岩石化して行く。本研究ではこの過程における堆積物の物性を弾性波速度に

よって定量的に捉え、沈み込み前の堆積物から付加体内の堆積物までの変化を理解

することを目的とする。 
  今回測定した reference siteと、付加体堆積物の先行研究結果を比較した。全データ
の間隙率の範囲はおよそ 27 %〜65 %であり、P波速度はおよそ 1.4〜2.4 km/sであっ
た。堆積物を圧密のみと考えられる堆積物（reference siteおよび slope sediments）と
付加体堆積物の大きく二つに分けると、それらについて、P 波速度と間隙率の関係
において異なる傾向が見られた。圧密のみと考えられる堆積物では P波速度と間隙
率の関係は、Global empirical relationship である Erickson and Jarrard(1998)の highly 
compactionおよび normal compactionの間におおむね分布する。一方、付加体堆積物
の中には、Global empirical relationshipから大きく外れ、一定の間隙率に対して比較
的速い P 波速度を示し、間隙率—速度の関係においてより高角な傾向が見られるも
のがあった。このような P波速度と間隙率の関係における高角な傾向は堆積物の剪
断歪の増加や、セメンテーションの影響によるものと考えられることを報告した。 

  また Reference siteについて、void ratio—有効圧の曲線からサンプル採取地点の圧
密状態を確認したところ、堆積物が正規圧密状態であったことを示していた。だが

一部にはセメンテーションのためと思われる屈曲が見られるものもあり、組織観察

との対応を検討して行く必要があることを述べた。 
感想 
      今回初めてAsia Oceania Geoscience Society 2012に参加した。国際学会ではあったが、

日本人の研究者・学生が多く見られた。ポスター発表も日本人の方、またなかなか学

会に出られない研究者の方にも聞きにきて頂き、自分の英語の会話力ではなかなかで

きない議論を深めること、新たな視点に気づくことができた。もちろん、外国人の研

究者の方にも聞きに来て頂けた。自分の英会話力は拙いものであったが、キーワード

となる単語を繰り返し伝えたことで、意図を組んでもらえることができたと思う。ま

た、海外の方の発表を聞くこと、ポスター発表を聞くことで、最新の研究結果や、自

分の発表にも使えるような点が学べたので、今後はそれを生かしていきたい。今後も

研究を進めていくと同時に、英語の会話能力を付けなければと強く感じた。それはシ

ンガポール滞在中にも感じたことで、レストランや観光所、飛行機の中でさえも英語

が飛び交い、自分の気持ちや希望を伝えることに非常に苦労した。最後に、このよう

な貴重な学会参加の機会を与えてくださった拠点プロジェクトの皆様に、深く感謝の

意を表します。 
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４-３．大学院生の関連業種への就職状況 
	
 

	
 拠点メンバーが指導する大学院生の修了者数と関連業種への就職状況を以下にまと

める。修了者は，主に地質コンサルタント会社，海洋観測などの科学支援会社へ就職し

ていることが特徴であり，プロジェクトに関連する技術者の養成も着実に行われている

ことを示している。	
 

	
 

大学院修士課程の修了者数と関連業種への就職状況	
 

年度	
 平成 22 年度末	
 平成 23 年度末	
 平成 24 年度末	
 

修士課程修了者数	
 ３	
 ７	
 ６	
 

博士課程進学者数	
 ０	
 １	
 ０	
 

関連業種への就職者数	
 ０	
 ２	
 ２	
 

 
関連業種：地質コンサルタント，海洋観測支援	
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５．広報活動 
	
 
５-１．ホームページ 
	
 
	
 研究拠点プロジェクトの概要，イベント，成果などの紹介を行うためのホームページ

を整備し，平成 22 年のプロジェクトのスタートと同時に各種情報を公開しはじめた。

ホームページは随時更新している。URL を以下に記す。	
 

 
http://www.kochi-u.ac.jp/marine-core/geeds/index.html 
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５-２．高知大学リサーチマガジン 
 
研究拠点プロジェクトの成果を高知大学リサーチマガジンにて毎年報告している。 
・	
 高知大学リサーチマガジン	
 第 6号（平成 23年 3月） 

・	
 高知大学リサーチマガジン	
 第 7号（平成 24年 3月） 
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５-３．JSPS ニュースレター 
 
	
 JSPS サンフランシスコ事務所が発行しているニュースレターにおいて，本プロジェ

クトを紹介した。（2012 年 3 月発行）	
 

	
 

    

 
 
  

BAY AREA & JAPAN RELATED NEWS 
P a g e  1 1  

JSPSSFN ews le t t e r / Vo l . 2 5 /Ma rch 201 2  

Kochi University Research Project 

“Research Center for Global Environmental Change by Earth Drilling Sciences” 

G Integrated�Ocean�Drilling�Program�(IODP),�an�internaƟonal�research�program�for�scienƟfic�ocean�drilling�led�
by�Japan�and�the�U.S.,�was��launched�in��October�2003.�To�support�the�acƟvity�of��IODP,�the�Kochi�Core�Center�
(KCC)�was�also�established��in�2003�as�an�organizaƟon�at��Kochi�University�under�collaboraƟon�with�the�Japan�
Agency�for�MarineͲEarth�Science�and�Technology�(JAMSTEC).�KCC�is�one�of�the�three�main�IODP�core�reposiͲ
tories�in�the�world�and�has�stateͲofͲtheͲart�instruments�for�high�precision�analyses.�With�the�benefit�of�these�
faciliƟes,�Kochi�University�started�a�research�project�emphasizing��research�in�earth�drilling�sciences.�The�main�
research�theme�of�the�project�is�to�invesƟgate�changes�in�the�earth's�environmental�system,�parƟcularly�on��
(1)�earth�environmental�changes,�(2)�material�cycling�in�seismogenic�zones�and�(3)�submarine�resources.�
Members�of�the�project�have�been�acƟvely�parƟcipaƟng�in�scienƟfic�cruises�including�IODP�ExpediƟons�and�
tackling�the�three�key�research�subjects.��

Contact: Minoru IKEHARA, Center for Advanced Marine Core Research, 
Kochi University, E-mail: ikehara@kochi-u.ac.jp 

URL: http://www.kochi-u.ac.jp/marine-core/geeds/index.html �
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５-４．学内広報誌など 
 
	
 高知大学広報誌 Lead（2012 夏号）に，拠点メン

バー3 名（橋本准教授，池原准教授，山本助教）に

よる特集が掲載された。	
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５-５．新聞記事などによる報道	
 
 
・平成 22 年 5 月 17 日	
 高知新聞	
 『深海に眠る巨大鉱脈』	
  
高知大学	
 臼井朗教授 

・平成 22 年 6 月 15 日	
 高知新聞	
 『神秘の資源』	
 	
 

高知大学	
 臼井朗教授 
・平成 22年 8月 15日	
 日本経済新聞	
 『海底鉱物資源に熱い視線』	
 	
 
高知大学	
 臼井朗教授 

・平成 22 年 9 月 17 日	
 高知新聞	
 『沖縄海底に熱水活動域	
 高知大など発見	
 レア
メタル存在期待』	
  
高知大学（岡村慶准教授） 

・平成 22 年 9 月 17 日	
 日本経済新聞	
 『熱水活動域沖縄沖で発見	
 新型センサー活
用』	
  
高知大学（岡村慶准教授） 

・平成 22年 9月 17日	
 化学工業新聞	
 『海底熱水鉱床の探査向け化学センサー群	
 東
大など開発	
 現場で分析可能』	
  
高知大学（岡村慶准教授） 

・平成 22年 9月 24日	
 朝日新聞	
 『沖縄沖で熱水鉱床発見』	
  
高知大学（岡村慶准教授） 

・平成 23年 1月 1日	
 神奈川新聞	
 『南鳥島沖に巨大鉱床	
 レアアース含有	
 東大・
高知大調査で確認』	
 高知大学理学部	
 臼井朗教授 

・平成 23 年 1 月 1 日	
 神奈川新聞	
 『「資源大国」夢広がる	
 進む巨大鉱床の探査』	
 
高知大学理学部	
 臼井朗教授 

・平成 23年 1月 17日	
 神奈川新聞	
 『海底資源どう挑む』	
  
高知大学理学部	
 臼井朗教授 

・平成 23年 1月 19日	
 神奈川新聞	
 『社説:海底資源』	
  
高知大学理学部	
 臼井朗教授	
 

・平成 23 年 2 月 9 日	
 高知新聞	
 『県出版文化賞	
 寺田寅彦賞は「海底鉱物資源」』	
 
高知大学理学部	
 臼井朗教授	
 

・	
 平成 23年 2月 20日	
 高知新聞	
 『計６作品の著者表彰』 
	
 高知大学理学部	
 臼井朗教授ほか	
 

・平成 23年 2月 24日	
 高知新聞	
 『第 30回寺田寅彦記念賞を選んで』	
 高知大学理
学部	
 臼井朗教授	
 

・平成 23 年 2 月 25 日	
 高知新聞	
 『240 万年前以上の地層採取	
 高知大グループ成
功』	
  
高知大学海洋コア総合研究センター	
 池原実准教授 

・平成 23 年 4 月 28 日	
 高知新聞	
 『土佐市の地層「横波メランジュ」市民ら地球の
営み学ぶ』	
  
高知大学理学部	
 橋本善孝准教授 

・平成 23年 7月 19日	
 高知新聞	
 『メタンハイドレートで県研究会	
 エネルギー立県戦略を』
高知大学理学部	
 臼井朗教授 

・平成 23 年 7 月 28 日	
 高知新聞	
 『土佐市の海岸地層「横波メランジュ」	
 南海地
震の化石発見』	
  
高知大学理学部	
 橋本善孝准教授 

・平成 23年 10月 2日	
 朝日新聞	
 『東南海地震断層を特定	
 熊野灘 1944年に活動	
 高
知大など』	
  
高知大学 

・平成 23年 10月 2日	
 日本経済新聞	
 『地震で断層動いた痕跡	
 東南海の震源域	
 周
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期予測に道』	
  
高知大学 

・平成 23 年 11 月 16 日	
 伊豆新聞	
 『室戸ジオパークに学ぶ，世界認定への道（１）
コアセンター	
 成功にはキーマンが必要』	
  
高知大学海洋コア総合研究センター	
 村山雅史教授 

・平成 24 年 2 月 28 日	
 毎日新聞地方版	
 『南海トラフ：巨大地震の巣探る	
 ７キロ
掘削、岩石調べ津波予測－－高知大など研究チーム／高知』	
  
高知大学理学部	
 橋本善孝准教授 

・	
 平成 25年 3月 10日	
 高知新聞	
 『大震災 2 年	
 備え、学ぶ	
 高知市で講演	
 
「ちきゅう」地震に迫る	
 高知コア研	
 探査船の成果披露』	
  
高知大学理学部	
 橋本善孝准教授 
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６．外部評価と今後の課題 
	
 

	
 平成 25 年 3 月初旬に中間報告書案をまとめ，プロジェクト発足時の申請書および新

聞記事などの諸試料とともに 2 名の外部評価委員に送り，書面による外部評価を実施し

た。	
 

	
 

外部評価委員	
 

	
 

林田	
 明	
 教授	
 同志社大学理工学部環境システム学科	
 

飯笹幸吉	
 教授	
 東京大学大学院・新領域創成科学研究科・海洋技術環境学専攻	
 

	
 

６-１．外部評価コメント 
 
（１）	
 林田明教授 

	
 

高知大学研究拠点プロジェクト「掘削コア科学による地球環境システム変動研究拠点」

中間報告書：外部評価報告	
 

 
同志社大学理工学部環境システム学科	
 林田	
 明 

2013年 3月 26日 
 
はじめに	
 

高知大学研究拠点プロジェクトの一つとして実施されている「掘削コア科学による地

球環境システム変動研究拠点」の中間報告書について，関連分野の学外研究者の一人と

して検討を加えた。本プロジェクトでは社会的ニーズが高く，地域への貢献が期待され

る課題が設定されており，研究基盤として海洋コア研究センターが一翼を担う大型国際

共同研究の発展が一つの目的とされている。また，異なるキャンパスに分散する地球科

学分野の人的資源を融合する研究拠点の形成，さらに先端的研究と大学院教育との結合

による若手研究者の育成も期待されている。これらの目標を念頭に置き，中間報告書に

示されたプロジェクト全体の概観，および地球環境変動研究グループの活動と成果に関

して意見を述べる。 
 
研究内容および成果の現状に関する評価と改善点	
 

本プロジェクトに設定された３つの研究課題（地球環境変動，地震発生帯物質循環，

海底資源）はいずれも社会的および学術的な関心が高く，また海洋コア研究センターの

卓抜した研究設備と学内の人的資源を活用できるターゲットとして相応しいテーマで

ある。その研究成果として，3年目の中間報告の段階で多数の論文および学会発表が行
われており，しかもその多くが国際誌あるいは国際学会での発表であることは大いに評

価できる。 
地球環境変動グループには「高緯度寒冷圏（ベーリング海，南極海）における新生代

の地球環境変動の実態解明」，「陸上掘削コア解析と野外地質情報の統合による鮮新・更

新統精密層序の確立と黒潮動物群の成立過程」，「新生代における地球磁場強度の長期変

動の実態解明」の３つの課題が設定されているが，それぞれ掘削コアを活用した先端的

な研究活動が行われ，成果の公表も着実に進められている。特に，2012年 11月に行わ
れた国際シンポジウム「International Symposium on Paleoceanography in the 
Southern Ocean and NW Pacific: Perspective from Earth Drilling Sciences」では，
地球環境変動グループの成果を中心に国内外の研究者の発表が行われ，また穴内層の露

頭を含む室戸ジオパークの巡検も実施された。この事例は，本研究拠点が地球環境変動

に関する国際的学術活動の推進に大きく寄与していることを示すものである。また，穴
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内層の掘削コアや野外地質情報から黒潮域やグローバルな環境変動の議論を行う研究

には，高知大学の特徴を生かした地域への貢献という意義も認められる。地球磁場強度

の長期変動に関する研究では堆積物の掘削コアだけでなく玄武岩溶岩の試料も用いら

れており，海洋コア研究センターの充実した研究装置と異なる部局の人材を生かす試み

が成果を挙げている。 
地震発生帯や海底資源の研究に比べ，地球環境変動グループの課題の社会的ニーズを

説明することは難しいかもしれない。しかし，地球温暖化とその原因や将来予測に対す

る社会的関心は高く，地球環境変動グループの研究課題は気候変動とその背景にある地

球システムの変動の理解につながるものである。社会的ニーズとして地震災害や海底資

源に注目が集まるのは当然であるが，本プロジェクトには人間社会の知的フロンティア

としての意義も含まれる。具体的な広報活動として，個々の研究成果が気候変動の理解

や地球環境問題とどのように関係するのか，一般向けの解説や報道を通じて社会に伝え

ることが望まれる。 
 

教育活動の現状に関する評価と改善点	
 

本プロジェクトのメンバーは大学院生の指導を通じて若手研究者の育成に貢献して

おり，地球環境システム変動に関するテーマの修士論文，大学院生による国内・国外で

の学会発表などの成果が得られている。また，地質コンサルタントや海洋観測支援の仕

事に就いた修了生がいることも評価できる。ただし，中間報告書の記載には，これらの

学生が高知大学大学院全体の在籍者に占める割合が示されていないため，大学院教育に

対する本プロジェクトの位置づけを評価することは難しい。 
また，本研究拠点の機能として教育プログラムを位置づけるなら，どのような人材を

育成するのか，具体的な目標と教育の指針を明示することが望ましい。特に，学生の所

属する研究科・専攻のカリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーに配慮した指導

が必要と思われる。 
 
今後３年間の活動方針の改善点	
 

上に述べたように，海洋コア研究センターの先端的設備・装置を活用した掘削コア科

学の研究は着実に進展しており，異なる部局に所属する研究者の結集による研究活性化

にも効果が表れているように思われる。研究メンバーの補強やグループの再編が行われ

れば，掘削コアを用いた地球環境システム変動も研究において本拠点の存在意義はさら

に重要なものになるだろう。 
プロジェクト全体の社会的意義や地域への貢献に関して，学内広報誌や新聞記事など

を通じた広報が行われているが，一般向けの公開講座や解説書の企画等によって幅広い

層の市民を対象にした活動が期待される。たとえば，学内広報誌に掲載された拠点メン

バーの紹介記事は，全国的なレベルで一般市民の興味に応えるものである。研究活動の

学内外への広報は本研究拠点のプレセンスを高め，地球環境システム変動の研究を志す

学生の動機付けにも有効と思われる。 
 

（２）	
 飯笹幸吉教授 
 
高知大学研究拠点プロジェクト 
掘削コア科学による地球環境システム変動研究拠点(中間報告書：平成 22−24 年

度)に関する評価報告	
 

 
東京大学大学院新領域創成科学研究科	
 飯笹幸吉 

 
研究内容及び成果の現状に関する評価と改善点	
 

	
 中間報告書(平成 22−24年度)では「掘削コア科学による地球環境システム変動研究拠
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点」の目標として、社会的ニーズが高く、且つ地域への貢献が期待される研究課題｢地

球環境システム変動（地球環境変動、地震発生帯、海底資源）｣を掲げ、この目標達成

のため、高知大学オリジナルの研究・教育拠点を構築するとある。	
 

	
 これにあたり、「掘削コア科学」という新たな視点と、コアレポジトリ施設に所蔵す

る膨大な地質試料を生かした地球環境変動復元や地震発生帯における物質循環・変形・

流体挙動の解明、新探査手法による海底資源探査等による資源量の把握とその生成メカ

ニズム解明など、現在に至る地球環境システム変動の実態とそれらの未来像を描くこと

を目指している。	
 

	
 このような研究目標達成のため、3つの研究グループによる体制の基、課題解決に望
んで得られた成果について、以下のような評価をした。	
 

	
  
＜地球環境変動研究グループ＞ 
	
 地球環境変動の実態や変動メカニズムに関する研究では「新生代のベーリング海およ

び南極海の高緯度寒冷圏の環境変動」について、微古生物学、同位体、有機地球化学的

観点から、北半球氷河化作用に先立つ表層水の寒冷化や海氷の拡大ととともに、大陸起

源砕屑物の供給量増加を明らかにした点のみならず、南大洋のコア解析では南極前線が

200−300年周期の寒冷イベントを明らかにした点など、着実に成果を上げている。 
	
 「陸上コアやフィールドワーク調査結果を総合的に解析・解釈することによる鮮新・

更新統層序の確立と黒潮動物群の成立過程の解明」では、微化石・古地磁気・酸素同位

体比・堆積サイクルに基づいた複合年代層序の確立、また｢新生代における地球磁場強

度の長期変動の実態解明｣では、古赤道太平洋域で採取されたコアの磁気解析に基づい

て、漸新世初期(2300 万年前)〜始新世中期(4100 万年前)の極性逆転時には地磁気強度
の大きな減少や極性安定期の強度変動が大きいことを明らかにした。このような成果は

当初の目標に適うものである。 
 

＜地震発生帯物質循環研究グループ＞ 
	
 物質が地震発生能力を取得するプロセスの理解を目的として、沈み込み帯浅部から深

部にわたる物質循環・変形・流体挙動に関する｢南海トラフ地震発生帯における構造解

析と流体挙動｣の研究では、四万十帯の小断層解析、地震断層面上の流体圧の推定を実

施するとともに、南海トラフ及びコスタリカの沈み込み帯のコア解析に基づく物性変化

を明らかにしている。 
	
 また｢放射性同位体を用いたプレート収束域の物質循環の解明｣では、熊野灘沖の南海

トラフの IODPコアの放射性同位体分析を基に、1944年の東南海地震の断層を発見し
たこと等の成果を上げている点は評価できる。堆積物試料の間隙水や海水中のヨウ素同

位体に関する研究の今後の成果に期待する。 
	
 ｢冷湧水周辺の生物群集・化石群集お世簿その立地条件｣では、過去の収束域の特異な

化石群集から冷湧水の起源や供給経路について新たな情報を引き出し、地震発生帯の構

造解明をすることが待ち望まれる。 
 

＜海底資源研究グループ＞ 
	
 本研究グループの目的は、当該研究グループが有する調査手法や解析手法に基づいた

北西太平洋海域の海底鉱物資源分布の実態把握と形成要因の解明や、化学センサ開発に

よる海底熱水水噴出口探査や資源量調査を実施すること、また海底堆積物中の磁性鉱物

の種類や粒径を定量的に評価するため、広い温度範囲の磁気特性を計測すること、とし

て以下のような成果を上げている。 
	
 ｢海底資源探査と資源生成メカニズムの解明｣研究の一環として、調査船及び ROVハ
イパードルフィンによるマンガンクラストの地質学的調査成果などをまとめた著書『海

底鉱物資源−未利用レアメタルの探査と開発−』を上梓し、受賞するなどの評価を対外的

に受けている。さらに、大学や研究機関とともに｢現世および新生代海洋におけるマン
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ガンクラストの形成環境｣に関する共同研究を開始するなど、資源形成の実態解明に努

めている。解析手法を駆使した成果例として、マンガンクラスト内の微少領域に記録さ

れた地磁気縞模様の特徴を明らかにした点が挙げられる。 
	
 一方、日本周辺に多量に賦存するメタンハイドレートや二酸化炭素ハイドレートなど

の固溶体に関し、分子動力学シミュレーションを通じて、資源形成場面の再現を試みて

いる。また、このシミュレーション動画を用いた啓蒙活動を実施している。 
	
 ｢熱水噴出口探査と資源量調査、海底資源の磁気特性の解明｣の研究では、各種調査船、

自立型無人探査機（AUV）等を利用し、開発した化学センサの実海域における検証を
行うとともに、熱水活動域の特定と熱水噴出口の発見に貢献するなどの成果を上げてい

る。現世海底熱水活動域における実態解明を加速することに貴重な探査ツールを開発・

提供し、それを実証したことは評価に値する。当然のことながら、この化学センサを搭

載した AUVを利用した探査手法の開発は、海洋調査技術学会｢技術賞｣、日本海洋工学
会｢JAMSTEC中西賞｣を受賞し、その重要性が評価されている。 
	
 海底資源の磁気特性に関する研究成果について、論文は示されているものの課題研究

が見える形の記述が欲しい(どこかに記述されていましたでしょうか)。 
	
 当該グループの有する調査・解析手法を駆使した資源形成の解明は、当初の目的に着

実に向かっていると大いに評価できる。これをさらに加速するには、幅広い人的資源を

確保することも重要である。また、研究テーマによっては獲得資金も大きいことから、

体制を強化することでさらに多くの成果を期待出来ると思われる。 
 

教育活動の現状に関する評価と改善点	
 

	
 海洋コア総合研究センターの位置づけは、IODPの世界 3大コアレポジトリのひとつ
として、掘削コア科学、地球惑星科学における国内の研究拠点であるばかりでなく、こ

れに海底資源科学に関する研究拠点としても国内外に優位性・独自性を示すことが可能

な立場にある。このような拠点において学内の多様な人的資源・研究施設を融合するこ

とによって、大学院教育にも期待したいところである。 
	
 拠点メンバーがこの 3年間に実質的な指導をした大学院生は博士課程 2名、修士課程
12 名である。これは主メンバー数からみるとやや少ないと思われるが、学部学生数を
考慮した場合、データは提供されていないものの妥当な進学実績なのかもしれない。	
  
	
 研究実践力、問題解決力、国際性をもつ若手育成の観点では、院生の国際学会への参

加・発表はすくないものの貴重な経験となっていること、海域実習を通じた海洋科学研

究の現場を体験させる機会を用意することなど､各メンバーの研究拠点形成に向けた強

い姿勢を感じとることができる。 
	
 しかしながら、教育成果を可能な限り関連業種へ就職、或いは大学院へ進学と言う形

に結実させるには、若手を機会ある毎にフィールド調査に送り出し､多様な経験を積ま

せることが必要であると思われる。現状、このような方策が予算、時間、人員配置面で

困難な場合があると推察しているが、海洋に近いという立地条件を最大限に利用される

ことを期待したい。 
 

今後 3 年間(平成 25 年度〜平成 27 年度)の活動方針の改善点	
 

	
 掘削コア科学による地球環境システム変動研究拠点の形成の今後として、海洋コア総

合研究センターが海に隣接しているという立地条件と多様な人的資源を生かした独自

領域の構築を期待したい。 
	
 当初の背景にも述べられているように、海洋コア総合研究センターが世界三大コアレ

ポジトリの一拠点として持っている優位性の意義を、再評価することによって新たな研

究展望が生まれると思われる。これによる成果は教育にも還元され、さらに啓蒙活動へ

と発展するであろう。 
	
 研究体制では、拠点形成の目標に向かった研究課題の設定によって、各グループ間の

有機的連携をより強化する形が求められる。 
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６-２．今後の課題と改善計画 
	
 

	
 平成 25 年 4 月時点で検討を予定している主な改善点は以下の点である。	
 

	
 

（１）	
 拠点メンバーの補強と新たな研究課題の設定	
 

	
 

	
 平成 25 年度から藤内智士助教（自然科学系理学部門・平成 24 年 4 月着任）を拠点メ

ンバーとして新たに加え，地震発生帯物質循環研究グループでの研究課題を次のように

設定した。	
 

	
 

研究課題：沈み込みプレート境界地震断層の粘土鉱物同定と形成年代測定（藤内智士）	
 

内容：沈み込みプレート境界地震断層は現在陸上アナログである四万十帯で複数認定さ

れている。これらの断層は、破砕に伴う岩石流体間反応や摩擦溶融などによって粘土鉱

物が生成されており、それらの鉱物解析を行うことは、地震断層に沿った流体挙動を物

質的に理解することになる。また、同時にその粘土鉱物を対象にK-Ar年代測定を行い、

形成年代を明らかにする。すでに堆積物の堆積年代は微化石年代やジルコン年代などで

明らかにされており、地震断層の形成年代と比較することで、付加体発達史の中で、沈

み込みから地震断層の形成までの物質変化に時間軸を与えることが可能となる。将来的

には南海トラフ深部掘削コアを対象にすることも視野に入れている。	
 

	
 

（２）	
 研究課題の発展的修正と研究グループの再編	
 

	
 

	
 本プロジェクト発足時に３つの研究グループを編成し，それぞれ２〜３の研究課題を

設定してプロジェクト研究を推進してきた。それぞれの研究成果と残されている課題の

精査に基づいて，今後 3 年間（平成 25-27 年度）に重点的に取り組むべき研究課題とな

るようそれぞれ発展的に修正することとした。	
 

	
 また，一部の拠点メンバーは複数の研究グループの研究課題に取り組んできていたが，

それぞれの研究課題の進捗状況に差があることや，研究成果などの情報を集約する際に

不都合が生じるケースがあった。そのため，より実践的なプロジェクト研究が推進でき

るように，各拠点メンバーは一つの研究グループに属する形態をとることとした。	
 

	
 このような改善策を講じることによって，これまで以上に拠点メンバー間の有機的連

携が強化され，共同で行う研究の進展が見込まれる。	
 

	
 

（３）	
 研究成果の社会への還元	
 

	
 

	
 本プロジェクトの研究成果は，主に国際誌への論文掲載や国際・国内学会などでの発

表という形で行われてきており，一定の成果発信が成されてきている。一部の成果につ

いては，広報誌や新聞報道などで社会へも公開されているが十分ではないのが現状であ

る。高知大学で行われている研究活動の成果を広く高知県民や一般社会へ還元していく

ためには，さらなるアウトリーチ活動の企画と実践を行う必要があろう。今後，拠点メ

ンバー間でさまざまな検討を開始する予定であるが，例えば，地元新聞への連載，市民

講演会の開催，普及解説書の刊行などについて検討し，これまで蓄積してきた研究成果

はもとより，それらの成果を出すまでの研究現場（海洋や地質を対象としたフィールド

調査や高精度分析など）の様子などについて，社会と情報共有するための策を企画する

計画である。	
 

	
 




